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	 講演題目：植物のペプチドホルモンと翻訳後修飾

	 講演者名：松林　嘉克　准教授（名古屋大学大学院生命農学研究科）

	講演の概要

　細胞外分泌性のシグナル分子と，細胞膜貫通型の受容体タンパク質を介した細胞間シグナリングは，多細胞生物のかたちづくりを支える重要なしくみのひとつである．こうした分泌シグナルの代表例は分泌型ペプチドであり，近年新しい分泌型ペプチドホルモンの発見が相次いでいることも相まって，特に注目が集まっている．分泌型ペプチドホルモンには，特有の翻訳後修飾やプロセシングなどによる構造の複雑化を伴うものが少なくないが，このような場合，最終的な翻訳後修飾の種類や位置，およびプロセシングによって規定されるペプチド鎖長は，ペプチドホルモンの受容体への結合親和性に決定的な影響を与えている．しかし現在のところ，分泌型ペプチドホルモンの最終的な構造すなわち成熟型構造をゲノム情報から予測することは困難であり，この点が生理機能研究や受容体解析を行なう上で，ひとつの障壁になっている．

　分泌型ペプチドホルモンの翻訳後修飾として知られているものには，チロシンの硫酸化，プロリンの水酸化およびアラビノシル化がある．チロシンの硫酸化は，PSKおよびPSY1などのペプチドホルモンに見られる翻訳後修飾であるが，演者らはこの修飾に関与する酵素（tyrosylprotein sulfotransferase（TPST））が，ゴルジ体に局在する62 kDの膜タンパク質であることを明らかにした(1)．興味深いことに，このタンパク質は植物固有のものであり，動物のTPSTとは全く配列類似性がない．このことは，植物と動物は進化の過程で独立してチロシン硫酸化酵素を獲得したことを意味している．AtTPST遺伝子破壊株では，全身的な矮小化，維管束の形成不全，early senescenceなどに加え，特に根端メリステム活性の顕著な低下が観察された．しかし，PSKやPSY1などの既知の硫酸化ペプチドホルモンを外的に投与しても表現型は完全には回復しないことから，植物の成長制御に関与する未知の硫酸化ペプチドがまだまだ残されているようである．
　一方，プロリンの水酸化およびアラビノシル化は，CLV3やCLE2を含むCLEファミリーペプチドなどに見られる翻訳後修飾である．いずれも3個のL-アラビノースが直鎖b-1,2結合でヒドロキシプロリンに付加している(2)．CLV3グリコペプチドは，わずか30 nMでCLV3欠損株に特徴的な茎頂メリステム肥大化の表現型を相補するが，糖鎖を欠いた合成ペプチドは1 mMでも相補は不完全であったことから，糖鎖部分は生理活性に重要な役割を果たしている．受容体であるCLV1への結合も，糖鎖の有無により結合定数は大きく変化した．また，CLE2も糖鎖付加することで，CLV1と高い親和性で相互作用できることが明らかとなった．アラビノシル化は，これまであまり注目されてこなかった翻訳後修飾であるが，分泌型ペプチドホルモンの翻訳後修飾として植物の成長や分化に重要な役割を担っているようである．
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